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３　有期契約の状況

　　⑴　現在の契約期間

　　　　現在の契約期間をみると、「６ヵ月超～１年以内」が最も多く 43.0％、次いで「３ヵ月超～

６ヵ月以内」18.4％、「３年超」11.7％の順となっている。

　　　　就業形態別にみると、すべての就業形態で「６ヵ月超～１年以内」が最も多く、契約社員

60.2％、嘱託社員 58.1％、短時間のパートタイマー 34.7％、その他のパートタイマー 45.9％

となっている。（表 31）

表 31　就業形態、現在の契約期間別有期契約労働者の割合

　　⑵　現在の契約の状況

　　　　契約期間３年以内の有期契約労働者の現在の契約の状況をみると、「更新」している場合の

割合 79.3%、「平均更新回数」7.0 回、「平均通算勤続年数」5年となっている。

　　　　就業形態別にみると、「更新」している場合の割合が最も高いのは、その他のパートタイマー

の 84.2％、「平均更新回数」が最も多いのは、短時間のパートタイマーの 7.8 回、「平均通算

勤続年数」が最も長いのは、その他のパートタイマーの 5年 7月となっている。（表 32）

表 32　就業形態、現在の契約の状況別有期契約労働者の割合


